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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成
事業，教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提として実施してい
ます。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいります
ので，皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

教弘保険加入と
保険金の支払い

70年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています。実施しています。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま
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随想「マスク生活から学ぶ」
岡山市立西小学校　校長　髙尾　敏也

　猛威をふるった新型コロナウイルス感染症の流
行も少しずつ落ち着きを取り戻し，徐々に社会が
動き出してコロナ禍以前の状況に戻りつつありま
す。学校においても宿泊を伴う行事や多くの保護
者が集う運動会や学習発表会，外部のゲスト
ティーチャーを招いての授業など，今まで我慢し
たり自粛したりしていた活動が復活してきました。
　それに伴って，教員も子どももマスクを外す機
会が増えてきました。長くマスクで顔を隠してい
たので，相手の顔をよく知らず，すれ違っても気
が付かなかったような経験は，きっと誰にでも心
当たりがあることでしょう。
　教室の様子を見ても，マスクの着用を気にせず
に活動する場面が多く見られるようになりまし
た。友だちと思い切り笑う姿，嬉しそうに談笑す
る様子，どことなく淋しそうな表情，口を曲げて
怒っている顔，自信を持って発表する姿，辛くて

悲しい表情，不満を爆発させて泣いている顔…。
マスクで隠れていた表情が見えるようになり，感
情が表に出てくるようになった子どもたちから
は，これまで以上の強い「メッセージ」が伝わっ
てきているような気がしています。
　子どもたちもきっと，マスクをしていた時とは
違う感覚で人と接しているに違いありません。子
ども同士はもちろんのこと，今までマスクで隠れ
ていた私たち大人の表情からも，いろんなことを
感じ取っているはずです。
　「人の顔色をうかがう」ことはあまり良いこと
ではありませんが，大人が子どもたちに与える印
象や環境が，子どもの心の健康や成長に大きな影
響を与えることは間違いないことです。だからこ
そ，私たちは心を込めて子どもたちと向き合って
いくことを大切にしていかなくてはいけないのだ
と思っています。



画用紙（8つ切り以上），キャンバス（6～10号）を
横長に使った平面作品
�
クレヨン，パス，コンテ，水彩絵の具，油絵の具など
�
１人１点
�
岡山県内の小学校，中学校，高等学校および特別支援学校等に在学する児童・生徒
�
作品の裏に学校名，学年，氏名，題名を記入し，必ず学校ごとにまとめて「岡山県教育
カレンダー絵画コンクール応募者一覧表」を添付の上ご応募ください。応募者一覧表は，
弘済会報（春号・夏号）に同封し，対象校宛に送付しています。
● 募集要項・応募者一覧表様式はホームページからダウンロードもできます。
　 URL→http://www.okakyoko.or.jp/calendar_boshu.html
�
〒703-8258　岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部　　教育カレンダー絵画コンクール係
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　日教弘岡山支部では，教育カレンダーに掲載する児童生徒の絵画を募
集しています。岡山県の風景，子どもたちの夢や未来のふるさと，学校
での楽しい思い出など，平素の学習の中で指導された作品や夏休みの課
題をふるってご応募ください。

   岡山県教育カレンダー絵画コンクール作品募集中！ 応募締切
11/20（月）

必 着

テ
ー
マ

「
か
が
や
く
岡
山
」

募集対象

画　　材

様　　式

応募点数

応募方法

送 付 先

本年度末にご退職される方に限り，お申し込みいただけます。

「退職準備セミナー」開催のご案内

主な内容 ⃝教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
⃝「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
⃝専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

申込方法 【本年度末にご退職される方】
　日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）あてご連絡いただくか，
　ジブラルタ生命のLC（学校園担当営業社員）へお声掛けください。

岡山会場（定員各75名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

※�カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

11月18日（土）
  1月20日（土）

参加費
無料

※対象者は，
本年度末ご退職の方
です。

（表彰式） （作品展）

令
和
4
年
度
の
様
子
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振教 興育 事 業 の ご 報 告
　令和5年度の奨学事業（貸与および給付），教育団体助成，教育文化助成，研究大会助成，学校研究助成およ
び球根贈呈について，次のとおり決定しました。日教弘岡山支部ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）
では，各団体名，活動・研究テーマも掲載していますので，ご覧ください。

　貸与型の奨学事業は，大学（院）や短期大学，高
等専門学校の４学年以上及び専修学校専門課程に在
籍もしくは入学予定の学生を対象に実施していま
す。今年度は30名に2,525万円を貸与することを決定
し，日教弘本部より送金されました。

　高校生対象の給付型の奨学事業は，県内の高等学
校および特別支援学校高等部等に在籍する生徒を対
象に，修学支援を目的として実施しています。今年
度は102名に1,020万円（1名につき10万円）を給付し
ました。

貸与奨学金　30名に2,525万円を貸与 給付奨学金〈高校生対象〉102名に1,020万円を給付

　　　　　　第40回政令指定都市学校事務職員研究協議会／第74回全国高等学校定時制通信制教育振興会大会・研究協
議会／令和5年度全国電子機械教育研究会第37回総会・研究協議会／第46回中国・四国地区公立学校事務長協議会岡山大
会／第69回中国地区公立高等学校事務職員研究大会／令和5年度中国5県高等学校農業教育研究大会・第70回全国高等学
校農場協会中国支部大会／令和5年度全国高等学校長協会家庭部会第130回研究協議会（秋季）岡山大会

研究大会名

　教育関係団体等が2県以上にまたがる研究大会を開催する場合，その経費の一部を助成しています。今年度
は，7件の大会に40万円（1件につき5～10万円）を助成しました。

研究大会助成　7件に40万円を贈呈

　県内の教育団体等が行う教育研究活動・教員研修に助成しています。
今年度は16団体から申請があり，選考の結果，16団体に160万円（1団体
に付き10万円）を贈呈しました。

教育団体助成　16団体に160万円を贈呈

　　　　　　岡山県国公立幼稚園・こども園長会／岡山県小学校長会／岡山県中
学校長会／岡山県高等学校長協会／岡山県公立小中学校教頭会／岡山県高等学校
教頭・副校長会／岡山県立学校事務長会／岡山県公立高等学校事務職員協会／岡
山県小学校教育研究会／岡山県中学校教育研究会／岡山県高等学校教育研究会／岡山県高等学校定時制通信制教育振興会
／岡山県小・中学校長会連絡協議会／全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部／岡山県小学校特別活動研究会／岡山県
学校教育相談研究会小学校部会

助成団体名

　本県の教育文化の発展や青少年の健全な育成を目的に，学校教育や社
会教育等の各分野において，個人または団体（PTA・児童・生徒等の活
動を含む）の研究・活動に助成しています。今年度は49団体から申請が
あり，選考の結果，40団体に340万円を贈呈しました。

教育文化助成　 40団体に340万円を贈呈

　　　　　　岡山県中学校文化連盟／六小学校運営協議会／独立行政法人国立高
等専門学校機構津山工業高等専門学校／岡山県産業教育振興会／岡山市立岡山中
央中学校／岡山県高等学校文化連盟／岡山県教育振興会／中学生英語暗唱大会実行委員会／岡山市立蛍明小学校／上道公
民館学校園連携実行委員会／ウィズはぁと／岡山市立御津南小学校／岡山県高等学校教育研究会英語部会／岡山県立井原
高等学校／倉敷市立船穂中学校／高島公民館高島地域づくり隊／津山市立南小学校姉妹校交流実行委員会／笠岡市立大島
小学校／岡山県女子体育連盟／余野小学校運営協議会／真庭市立月田小学校／岡山県立倉敷商業高等学校／岡山市立建部
中学校／岡山県高等学校音楽協議会／三世代交流ふれ合いフェスタうの実行委員会／田賀屋狂言会／備中「聞き書き」実行
委員会／ESD・SDGsから地域の未来を考える会／おかやま全国高校生邦楽コンクール実行委員会／囃子　桜友会／都山
流岡山県支部／リボンの会／岡山クラシックギタークラブ／岡山フルートの会／神代和紙保存会／BASKETBALL� CAMP�
企画� NEXT� DREAM／特定非営利活動法人アムダAMDA中学高校生会／岡山楷の木少年少女合唱団／子どもの遊びと手
の労働研究会岡山支部／玉野SDGsみらいづくりセンター

助成団体名
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　学校園単位の研究活動とその研究の中核となるグループに対して助成しています。今年度は98校園に1,167
万円（1校園につき上限20万円）を助成しました。

学校研究助成　98校園に1,167万円を贈呈

岡山市鹿田認定こども園 朝 日 塾 幼 稚 園 美作市立湯郷こども園 早島町立早島幼稚園 浅口市立六条院こども園
岡山市立幡多幼稚園 岡山市立大元幼稚園 岡山市南方岡山中央認定こども園 岡山市立三門幼稚園 総社市立新本幼稚園
岡山市立石井幼稚園 井原市立大江幼稚園 鏡野町立郷幼稚園 岡山市立開成幼稚園 岡山市立足守幼稚園
井原市立野上幼稚園 岡山市立政田幼稚園 倉敷市立庄小学校 岡山市立陵南小学校 岡山市立横井小学校
岡山市立芥子山小学校 岡山大学教育学部附属小学校 岡山市立妹尾小学校 倉敷市立児島小学校 岡山市立南輝小学校
岡山市立竜之口小学校 津山市立高野小学校 倉敷市立富田小学校 赤磐市立山陽小学校 岡山市立可知小学校
倉敷市立赤崎小学校 玉野市立田井小学校 倉敷市立乙島小学校 倉敷市立玉島南小学校 津山市立河辺小学校
岡山市立第二藤田小学校 岡山市立福島小学校 里庄町立里庄東小学校 浅口市立鴨方東小学校 岡山市立灘崎小学校
笠岡市立笠岡小学校 岡山市立興除小学校 和気町立本荘小学校 倉敷市立琴浦東小学校 井原市立西江原小学校
倉敷市立琴浦南小学校 真庭市立北房小学校 倉敷市立薗小学校 真庭市立落合小学校 岡山市立鯉山小学校
岡山市立城東台小学校 総社市立総社北小学校 美作市立大原小学校 岡山市立開成小学校 岡山市立旭東小学校
玉野市立玉原小学校 浅口市立鴨方西小学校 真庭市立木山小学校 赤磐市立城南小学校 新見市立高尾小学校
新見市立野馳小学校 倉敷市立下津井東小学校 久米南町立誕生寺小学校 井原市立青野小学校 岡山市立馬屋上小学校
高梁市立巨瀬小学校 岡山市立小串小学校 真庭市立富原小学校 井原市立野上小学校 高梁市立福地小学校
真庭市立樫邑小学校 倉敷市立南浦小学校 岡山市立芳泉中学校 岡山市立御南中学校 岡山市立旭東中学校
岡山大学教育学部附属中学校 岡山市立西大寺中学校 岡山市立中山中学校 岡山市立岡北中学校 井原市立井原中学校
岡山市立瀬戸中学校 岡山市立妹尾中学校 高梁市立高梁中学校 備前市立備前中学校 矢掛町立矢掛中学校
岡山市立岡山後楽館中学校 岡山市立岡輝中学校 倉敷市立真備中学校 山陽学園中学校・高等学校 岡山市立光南台中学校
玉野市立山田中学校 岡山市立緑ヶ丘中学校 岡山県立岡山芳泉高等学校 岡山県立倉敷青陵高等学校 岡山県立岡山東商業高等学校
倉敷翠松高等学校 岡山県立瀬戸高等学校 岡山県立岡山支援学校

助成金贈呈校園名

学校図書贈呈（令和５年度から）
　児童・生徒の読書への興味関心や意欲を高めることを支援するため，学校図書館（室）へ児童・生徒
用図書を贈呈します。
　令和5年度の募集対象は津山市，真庭市，美作市，新庄村，鏡野町，勝央町，奈義町，西粟倉村，久米
南町，美咲町の各教育委員会管轄の小学校です。

　草花を栽培することで学校園の教育環境を整え，園児・児童の健全な育成に資することを目的に，小学校，
幼稚園・認定こども園に球根を贈呈しています。今年度は220校園にチューリップの球根22,000球（1校園につ
き100球）を贈呈することを決定しました。

球根贈呈　220校園にチューリップの球根22,000球贈呈

※チューリップの球根贈呈校園一覧については，
日教弘岡山支部ホームページ

（http://www.okakyoko.or.jp）を
ご覧ください。



学校園紹介
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岡
山
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山
南
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タイムマシンのある学校

　学園では，異学年交流を「タイムマシン活動」と呼んでいます。下の学年の人が上の学年の人を
見て，成長した未来の自分の姿を見てあこがれを抱き，逆に上の学年の人が下の学年の人を見て，
過去の自分の姿から成長を感じることができるからです。
　また，学園では今年度から「兄妹学年」を設定しています。
　４月の入学式では, ６年生が１年生と一緒に体育館に入場するなどのお世話をします。６年生は
１年生と「兄妹学年」とし, １年間を通して清掃などで関わります。この関係は６年生が９年生とし
て卒業するまで続けることとし, ７年生は２年生と, ８年生は３年
生と, ９年生は４年生と「兄妹学年」となり，残った５年生は年長
さんと「兄妹学年」として年長さんが入学する前から交流を行い
ます。
　 ５月には，全員が参加して「山南スポーツフェスティバル」を
行います。１年生と９年生が一緒に行う「ダンシング玉入れ」で
は踊りや協力し合う場面で会場が温かな雰囲気となります。フィ
ナーレで, １年生から ９年生までが一緒になってフォークダンス
を踊り，最後，全員が集まって１枚の写真に収まるときの一体感
は最高です。
　９月には, ５年生以上が参加して「山南祭」を体育館で行いま
す。５・６年生は総合的な学習の時間での「ふるさと学習」の学習
成果の発表を行い, ７年生以上はクラスごとに劇の発表を行いま
す。
　11月には４年生以下で「学習発表会」を行います。１・３年生は
教室で，２・４年生はサブアリーナで発表を行います。予行演習
を兄妹学年などの児童生徒が参観します。
　その他にも，後期課程と前期課程の児童生徒が，合同で外国語活動を行ったり，学活の時間や昼
休みに一緒に遊ぶ交流活動を行ったりしています。
　また, ５・６年生の児童が９月から週２日程度５時まで部活動に参加する活動なども行い, ７年生
になってすぐ部活動を選択できるようにしています。
　学園では，これらのタイムマシン活動を行う中で，子どもたちが自分を高め，未来を切り開くこ
とができるよう成長できる学校を目指しています。

■ タイムマシン活動   

山南スポーツフェスティバル

9年生と4年生が英語で交流

　本校は，令和４年
４月に山南中学校
と そ の 学 区 内 に
あった朝日・大宮・
幸島・太伯の４小学
校が一緒になって
できた，小学生と中
学生が一緒に学ぶ岡山県初の「義務
教育学校」です。今年度は全校児童
生徒397名，普通学級16学級，支援学

級４学級でスタートしました。
　学園では，４年生までを「初等部」，５・６年生を「中等部」，７年生以上を「高等部」と分け
てそれぞれの段階を意識した指導を行っています。また，６年生までを「前期課程」，７年生
以上を「後期課程」と呼ぶこともあります。

校舎外観

松浦�敏之�校長
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文
芸
の
ひ
ろ
ば

文
芸
の
ひ
ろ
ば

教
弘
歌
壇

石
井�
宏
幸
選

　

作
品
の
後
に
所
属
・
お
名
前
を

記
載
し
て
お
り
ま
す
。

〈
特
選
〉

「
た
だ
い
ま
」
と
言
へ
ば
の
つ
そ
り
顔

を
出
す
笑
顔
一
つ
も
見
せ
な
い
猫
が

倉
敷
・
中
庄
小　

大
月　

洋
子

（
評
）
筆
者
は
犬
派
で
柴
犬
が
好
み
。
そ
れ
で
も
、

猫
に
こ
の
歌
の
よ
う
に
出
迎
え
さ
れ
る
と
そ
れ
は
そ
れ

で
と
て
も
可
愛
い
だ
ろ
う
と
思
って
し
ま
う
。
飼
い
主

に
と
って
は
、「
のっ
そ
り
」
が
、
笑
顔
で
な
く
と
も
顔

を
出
す
こ
と
自
体
が
た
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
歌
に
共
感
す
る
の
は
、
猫
の
本
質
と
、
そ
の
本

質
を
よ
く
弁
え
た
猫
に
対
す
る
人
の
接
し
方
が
腑
に

落
ち
る
も
の
の
た
め
。
歌
の
隅
々
ま
で
、猫
への
さ
り
げ

な
い
愛
情
に
溢
れ
て
い
る
こ
と
に
、
自
ず
か
ら
惹
か
れ

る
の
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

茶
室
に
は
祇
園
守
の
花
一
輪
溢
る
る

強
さ
を
野
に
あ
る
ご
と
く

退
職
会
員　

茅
野　

和
子

病
め
る
と
き
健
や
か
な
る
と
き
そ
ば

に
い
る
君
の
眉
間
の
皺
に
も
感
謝

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

「
モ
ロッコ
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
と
孫
は
言
ふ

ま
だ
バ
ー
グ
マ
ン
の
美
し
さ
は
知
ら
ず

倉
敷
高　

土
師　

康
生

〈
入
選
〉

岩
掴
み
登
る
よ
う
な
る
力
も
て
赤
児

の
君
は
一
歩
踏
み
出
す

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

光
本　

智
夏

管
理
地
の
立
札
の
立
つ
中
庭
に
埋
ま

っ
た
ま
ま
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

井
原
高　

池
田　

亜
樹

旅
ご
と
に
土
産
片
手
の
吾
が
息
子
今

は
遺
影
と
な
り
て
微
笑
む

退
職
会
員　

桐
野　

忠
夫

前
線
の
兵
に
戦
意
の
な
き
テ
レ
ビ
狂

気
が
操
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ら
ん

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
の
地
方
動
物
園
檻

は
空
に
も
待
っ
て
い
る
像

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

先
生
の
お
か
げ
で
今
の
我
あ
る
と
お

墓
の
前
で
頭
を
垂
る
る

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

橋
わ
た
し
し
た
が
子
供
を
連
れ
て
来

て
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
言
う

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

山
道
の
道
路
標
識
藤
ま
と
う
う
す
む

ら
さ
き
の
花
を
誇
り
て

備
前
・
吉
永
中　

宮
脇　

明
美

猛
暑
日
の
草
刈
り
は
汗
び
っ
し
ょ
り

と
え
ら
い
が
な
ぜ
か
心
晴
れ
晴
れ

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

眠
れ
ず
に
揉
み
揉
み
揉
ん
で
十
二
時

間
朝
の
光
に
足
腰
和
ら
ぐ

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

千
葉
に
住
む
卯
年
の
い
と
こ
帰
岡
す

る
小
雨
を
お
し
て
伯
母
の
墓
参
す

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

雨
に
勝
ち
風
に
も
負
け
ず
雪
に
泣
く

愛
車
の
カ
ブ
で
十
万
走
破

岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

ス
マ
ホ
よ
り
重
い
は
持
た
ぬ
現
代
人

ボ
ト
ル
半
分
ポ
イ
捨
て
悲
し

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

◆
選
者
吟

涼
風
の
十
分
間
の
濃
淡
を
リ
フ
ト
ぐ

ら
り
と
濃
に
着
き
た
る

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

遠
雷
に
薄
き
胸
板
上
下
し
て

津
山
高　

落
合　

範
昭

（
評
）
選
者
は
人
見
絹
枝
像
、
有
森
裕
子
像
に
挨
拶

し
て
毎
月
曜
と
隔
週
土
曜
に
県
総
合
グ
ラ
ン
ド
を
伴

走
者
と
し
て
走
る
。
七
十
八
年
前
ま
で
練
兵
場
と
呼

ば
れ
た
場
所
だ
。
多
く
の
若
者
が
こ
の
地
か
ら
戦
地
に

赴
い
た
。
七
十
八
年
後
、
都
大
路
を
沸
か
せ
た
若
き

才
能
が
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
先
達
が
見
守
る
ス
タ
ジ

ア
ム
か
ら
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
。
遠
雷
は
期
待
の

高
鳴
り
で
あ
り
、
不
安
で
あ
り
、
警
鐘
で
あ
る
。
見

守
る
作
者
の
目
が
優
し
い
。
同
じ
津
山
か
ら
若
き
フ
ァ

ジ
戦
士
も
欧
州
に
挑
戦
す
る
。
が
ん
ば
れ
！

〈
佳
作
〉

青
田
風
ぷ
る
ぷ
る
ふ
わ
わ
パ
ン
ケ
ー
キ

倉
敷
・
中
島
小　

秋
田　

理
絵

ひ
孫
来
て
笑
っ
た
笑
っ
た
猛
暑
の
日

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

南
瓜
や
奔
放
に
し
て
勇
を
鼓
す

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

〈
入
選
〉

ア
レ
ク
サ
に
無
視
さ
れ
て
い
る
遅
日
か
な

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

茘
枝
好
む
娘
よ
う
つ
く
し
く
育
て

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

天
高
く
青
一
色
に
父
思
う

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

赤
心
に
ま
さ
れ
る
は
な
し
蟬
時
雨

倉
敷
高　

土
師　

康
生

香
水
を
一
滴
今
日
を
始
め
ま
す

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

倒
木
に
苔
青
青
と
峡
の
風

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

島
結
ぶ
フ
ラ
イ
ト
十
分
夏
日
影

退
職
会
員　

山
﨑　

淑
加

白
南
風
や
空
に
大
き
く
深
呼
吸

退
職
会
員　

万
波　

照
世

朝
ど
れ
の
ナ
ス
で
お
ね
が
い
ナ
ポ
リ
タ
ン

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

交
じ
る
ほ
ど
我
が
業
深
く
霧
籬

笠
岡
高　

羽
原　

由
子

水
し
ぶ
き
顔
に
は
じ
け
る
炎
天
下

倉
敷
・
富
田
小　

大
林　

俊
彦

土
の
中
セ
ミ
出
る
と
き
を
じ
っ
と
待
つ

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

白
桃
の
皮
剥
き
集
中
口
開
く

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

梅
雨
空
や
芋
葉
に
真
珠
の
玉
や
ど
る

��

美
作
高　

初
川　
　

渉

定
年
は
途
中
経
過
だ
教
師
道

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

生
ビ
ー
ル
キ
ケ
ン
な
暑
さ
泡
と
な
れ

岡
山
・
芥
子
山
小　

服
部　
　

誠

木
の
緑
少
し
濃
く
な
り
夏
が
来
た

倉
敷
・
西
阿
知
小　

土
師　

宏
文

◆
選
者
吟

青
黄
旗
い
ま
こ
そ
わ
た
れ
渡
り
鳥

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

色
む
ら
の
あ
る
人
生
の
お
も
し
ろ
さ

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

（
評
）
吉
田
兼
好
が
「
徒
然
草
」
で
「
さ
れ
ば
、

人
、
死
を
憎
ま
ば
、
生(

し
ょ
う)

を
愛
す
べ
し
。
存
命

の
喜
び
、日
々
に
楽
し
ま
ざ
ら
ん
や
。」
と
言
って
い
る
。

　

生
命
が
こ
の
世
に
誕
生
す
る
こ
と
も
不
思
議
だ
が
、

そ
の一生
も
奇
跡
の
連
続
に
違
い
な
い
。人
生
の
色
む
ら

を
ど
ん
な
色
に
変
え
て
行
く
か
は
貴
方
次
第
だ
。

　

時
々
の
喜
怒
哀
楽
を
ふ
っ
と
つ
ぶ
や
き
、
そ
れ
が
川

柳
に
な
っ
て
い
れ
ば
生
活
が
さ
ら
に
彩
り
豊
か
に
な

り
、
生
き
て
行
く
元
気
に
繋
が
る
気
が
す
る
。

〈
佳
作
〉

肩
書
き
が
外
れ
出
て
く
る
人
間
味

倉
敷
高　

土
師　

康
生

加
速
す
る
残
り
時
間
の
使
い
途み

ち

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

病
む
妻
へ
高
い
果
物
買
う
と
決
め

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

〈
入
選
〉

お
出
か
け
は
危
険
な
暑
さ
と
相
談
し

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

気
に
す
る
な
芽
が
出
ぬ
種
も
二
割
あ
る

井
原
高　

伏
見　

拓
也

年
金
で
ま
だ
ま
だ
夢
を
描
い
て
る

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

健ほ

け

ん

し

ょ

う

康
保
険
証
不
使
用
自
慢
の
老
父
な
り

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

血
圧
で
は
じ
ま
る
朝
の
モ
ノ
ロ
ー
グ

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

温
暖
化
秋
刀
魚
が
と
れ
ず
三
万
円

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

スマ
ホ
切
り
目
を
み
ひ
ら
い
て
蛍
狩
り

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

テ
レ
ビ
な
ら
シ
ュレ
ッ
ダ
ー
行
き
わ
が
俳
句

岡
山
・
芥
子
山
小　

服
部　
　

誠

四
連
続
夏
季
の
補
習
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

岡
山
一
宮
高　

北
村　

庸
江

いい
塩
梅
折
り
合
ひ
つ
け
て
今
日
を
生
く

退
職
会
員　

茅
野　

和
子

成
長
を
似
て
く
る
口
調
で
実
感
す

瀬
戸
南
高　

岩
﨑　

美
波

糸
も
つ
れ
脳
ト
レ
教
室
船
の
上

倉
敷
・
西
阿
知
小　

土
師　

宏
文

灯
を
め
ざ
し
石
こ
ろ
坂
の
門
ひ
ら
く

美
作
高　

初
川　
　

渉

老
い
つ
つ
も
足
腰
基
本
動
き
出
し

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

◆
選
者
吟

人
生
の
秋
見
上
げ
れ
ば
星
月
夜

作
品
募
集

★
次
号
は
十
一
月
二
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、
は
が
き
に
作
品
（
三

点
以
内
）･

勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。
事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

次
回
会
報
一
九
一
号
は
一
月
十

日
発
行
で
す
。

★
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

初
め
て
の
投
稿
、現
職
の
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！



●教弘保険の特徴

●保障プラン

嬉しい２つのポイント

※この資料は概要を示したものです。詳細は学校担当ＬＣにお尋ねください。

教職員相互の助け合い　　　
教弘保険にぜひご加入ください

※�上記の内容は2023年9月現在の概要を示したものです。詳しくは，共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命のＬＣ
（ライフプラン・コンサルタント）にお問い合わせのうえ，「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

34歳以下の方に

ユース教弘保険
（災害割増特約付集団契約特約付勤労保険）

35歳以上の方に

新教弘保険Ａ型
（集団契約特約付勤労保険）

80歳まで継続できます

新教弘保険Ｋ型
（集団契約特約付勤労保険）

余命６ヶ月以内と判断される場合，生きている間に保険金を受け取ることができます。
●�余命６ヶ月以内の判断は，被保険者の主治医の診断や請求書類に基づいて，ジブラルタ生命の医
師の見解（場合によっては，社外医師のセカンドオピニオン）も含めて慎重に判断いたします。

●�余命６ヶ月以内とは，ご請求時において，日本で一般的に認められた医療による治療を行っても
余命６ヶ月以内であることを意味します。

加入例【月払保険料】
10口の場合　1,513円

死亡保険金
高度障害給付金
1,000万円

災害割増特約
災害保険金・

災害高度障害給付金
300万円

加入例【月払保険料】
10口の場合  3,510円

死亡保険金
高度障害給付金
1,000万円

既加入の新教弘保険Ａ型の
死亡保険金の範囲内で，医師
の診査等を受けることなく
加入でき，更新により80歳ま
で保障を継続できます。加入年齢 18～34歳

保障期間
39歳満了

（保険期間は5年満了
ごとに自動更新され，
39歳まで継続します。）

教職員専用で
オススメです

教弘保険の
ご案内

※１．5年満了ごとに自動更新され，39歳まで継続します。　※２．加入（更新）時年齢・性別によって保険料は異なります。

保障期間（17年） 保障期間（65歳まで）

＋

低廉な保険料率
集団契約特約を付加することにより，低廉
な保険料で死亡・高度障害時の保障が得
られます。

※１

※２ ※２ ※２

1
POINT 各種特典があります

教弘保険加入の教弘会員は，指定宿泊施設
利用補助，結婚・出産祝等の特典が受けら
れます。

2
POINT

移行 加入 更新更新

65歳 70歳 75歳39歳

22歳，10口加入の場合加入例

生きている間に保険金が受け取れるリビング・ニーズ特約が付加できます

退職された後も
65歳まで保障は続きます ５年毎更新

⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120－37－9419
⃝岡山第一・第四・第六　　　☎086－271－2010　　⃝岡山第二・第三・第五・第七　☎086－234－7501
⃝津山　　　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　⃝倉敷　　　　　　　　　☎086－422－1769
⃝笠岡　　　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　⃝総社　　　　　　　　　☎0866－92－6550

ジブラルタ生命保険㈱岡山支社　各営業所　電話連絡先

80歳22歳
加入

令和４年４月より，保険料が22％引き下げられました。


